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広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
７８
年
と
な
っ
た
８
月
６
日
、

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
年
世
界

大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
が
広

島
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

集
会
に
は
１
５
０
０
人(

主
催

者
発
表)

が
参
加
し
ま
し
た
。 

核
兵
器
の
使
用
は
い
か
な
る

状
況
で
も
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
と

し
て
、
国
際
社
会
が
そ
の
脅
威
を

根
絶
す
る
た
め
に
た
だ
ち
に
力
を

尽
く
す
こ
と
、
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
第
６
条
の
核
軍
縮
・

撤
廃
義
務
の
た
め
の
交
渉
義
務

の
履
行
と
と
も
に
、
い
ま
ま
で
の

再
検
討
会
議
の
合
意
を
実
行
す

る
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
参
加
す
る
す

べ
て
の
国
が
核
兵
器
禁
止
条
約

を
支
持
し
、
参
加
す
る
こ
と
の
３

点
を
訴
え
る
決
議
「
広
島
か
ら
す

べ
て
の
国
の
政
府
へ
の
手
紙
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

“
被
ば

く
者
の
声
を
世
界
に
”
で
は
、
広

島
の
被
爆
者
、「
黒
い
雨
」
被
害

者
、
米
国
の
核
実
験
で
被
災
し
た

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ

プ
島
民
の
代
表
が
被
ば
く
の
実

相
を
訴
え
ま
し
た
。 

被
爆
者
の
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ

ん
は
、「
核
の
被
害
者
た
ち
が
掲

げ
て
き
た
非
核
に
よ
る
平
和
と

い
う
ト
ー
チ
を
受
け
継
ぎ
、こ
れ

ま
で
に
な
く
高
く
掲
げ
て
く
れ

る
、
よ
り
若
く
、
よ
り
強
い
手
が

必
要
で
す
。
広
島
・
長
崎
、
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
か
ら
高
く
掲

げ
て
欲
し
い
。」と
訴
え
ま
し
た
。 

◇ 
 
 
 

◇ 

福
山
市
原
水
協
の
代
表
団
と

し
て
、
河
村
ひ
ろ
子
県
議
、
高
木

た
け
し
、
み
よ
し
剛
史
両
市
議
、

清
原
だ
い
き
介
護
・
医
療
対
策

委
員
長
、
塩
沢
み
つ
え
女
性
・
福

祉
対
策
委
員
長
が
世
界
大
会
に

参
加
し
、
平
和
公
園
や
本
川
小

学
校
平
和
資
料
館
な
ど
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は

同
日
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
志
位
氏
は

連
帯
の
挨
拶
で
「
核
兵
器
禁
止
条

約
が
そ
の
機
能
を
発
揮
し
は
じ
め

て
い
る
。
日
本
は
、
ま
ず
は
核
兵

器
の
被
害
者
支
援
の
国
際
協
力

の
輪
に
入
る
べ
き
」
と
指
摘
し
、

核
禁
条
約
に
背
を
向
け
る
岸
田

首
相
を
批
判
。「
草
の
根
か
ら
の

運
動
で
日
本
を
、
世
界
を
変
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

草
の
根
運
動
広
げ
よ
う 

日
本
共
産
党 

犠
牲
者
を
追
悼 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
８
月

５
日
に
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
、
県
被

団
協
を
訪
問
し
、
６
日
に
は
広
島

市
の
平
和
記
念
公
園
の
原
爆
碑

で
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平
和
祈
念

式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。 

志
位
和
夫
委
員
長
、
笠
井
亮
、

宮
本
徹
両
衆
議
院
議
員
、
仁
比
聡

平
、
井
上
哲
士
、
笠
井
亮
、
岩
渕

友
の
各
参
議
院
議
員
、
大
平
よ
し

の
ぶ
元
衆
議
院
議
員
、
河
村
ひ
ろ

子
県
議
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。 

左から、仁比、井上、宮本、志位、岩渕、笠井の各氏 

大
平
よ
し
の
ぶ 

 
 

 
 
  

奮
戦
レ
ポ
ー
ト 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

比
例
予
定
候
補 

広島原爆の日の今日は原爆碑への献花、平和

記念式典、ヒロシマデー集会、原爆病院への慰

問・懇談など。 

核抑止力論からの脱却を求める声はもはやオ

ール広島としての世論。核兵器禁止条約への参

加も。なぜならヒロシマは誰よりも核兵器が使用

されたときの壊滅的な結末を知っているから。 

岸田首相はこの声にも向き合わないというな

ら、もはやヒロシマを語る資格も広島に足を踏み

入れる資格もなし。退陣、転換、一択。 

「ヒロシマの心」を届けるオール広島の議席の

奪還、必ず。 

同時に、私たちとしては「平和宣言」や県知事

あいさつへの少なからずの不満も。「究極目

標？」「平和文化？」「核兵器禁止条約は？」「黒い

雨は？」――引き続き世論と運動、議会論戦で追

及、突破を！ 

（記事・写真は大平よしのぶFacebook投稿から転載） 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会 

１
５
０
０
人 

核
な
き

世
界
を
と
も
に 

左から、三好市議、塩沢、清原、河村県議 


